
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
概要 ：  

 Ｐ・コーエンによって欧米の中国学が西欧中心主義（オリエンタリズム）の弊害を持つことが指

摘されて既に２１年が経過する。現実には今なお欧米の中国学には西欧中心主義を含めて種々の方

法論上の弊害が克服されていない。日中米三国間の相互理解の欠如による国際情勢の不安定も根本

的にはここに起因する。Selden 氏と劉新氏は、現状のアメリカにおける中国学の現状を検討するこ

とを通じて、新たな方法論構築のための出口を提起する。 
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